
ヒ
閉
山
で
は
、

『
虫
倫
子
防
ふ
、
正

し
いV
行
児
か

ら』

と
い
う
観
点
に
立
っ

て
.
五
十
年
度
か
ら
-
歳
児
検
診
に
歯

な
け
れ
ば
き
刊

い
に
な
り
ま
せ

A
g

甘
味
制
限
も
指
導
て
強
調
し
た
点
で

す
か
、
子
供
に
甘
味
制
限
は
可
能
と
考

昭和51年8月16日

第 725号

行

集

話

刷

発

編

電

印

昭和27年12月22日第3種郵便物認可・毎月 1日・ 16日発行 ・定価1部3問

広 報

炎天下に訓練の成果競う.グ

朝から暑い臼ざしが照りつけた 7月25日、北小学校校庭で、今までの訓練を競う、ポンプ操;去のよ回大
会が聞かれ、約500名の消防団員の皆さんが汗びっしょりになりながら腕を競いました。 その結果、自動
車ポンプの部で第 2分団、小型動力ポンプのソフト吸管の部で第15分団、同結合吸管の部で第18分団、小
型動力ポンプ付積載車の部で第 5分団が優勝。石井市長から表彰を受けました。

ー
し，♂

-
6
よ
E
」
〈

ノ

J
'zA
L

、2
z

，1
L
3

7

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

市長相談日

「移動市長室」を 8月30日午前10時から

午後 3時まで塩田解放会館で行し、ます。

(都合により 8月23日を変更しまし た)

「市民と市長の日」を 9月 1日午前 9時

から午後 4時まで市役所三階市長室でイ丁

います。

お気軽におでかけください。

主な内容

二化期アメシ ロは家の中まで侵入，早目に防除一・......一.2面

熱戦の中にもなごやかなふんい気， インターハイ終る一.3面

街の川はきれし、かな， 第 4回児童公害教室聞く ・・・…・・・…4面

市民だれもが楽しめる運動公園の名称募集一.....一一.......4面

家庭排水の浄化槽に l万 3千円補助 …一-…一-一.......…一.5面

ハカリの定期検査忘れずに受けよう 9月 1日から実施...5面

利用しましょう 「働らく婦人の家」・・・…・ー・・・・…・・・一一....6面



...~725号 (貯議jt綴喜)一一一広報 昭和51年8月¥168一一(2)ー

一
化
期
ア
メ
シ
ロ
は

家
の
中
ま
で
侵
入

二
化
期
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

の
発

生
が
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
時

期
は
尚
治
の
た
め
生
育
が
非
常
に
早
く

防
除
が
遅
れ
る
と
、
樹
木
は
丸
裸
に
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
(
写
真
左
上
)

人
家

へ
の
似
入
が
目
だ
つ
の
も
こ
の

二
化
期
で
す
。
市
民

一
人
一
人
が
積
極

的
に
協
力
し
合
い
、
自
治
会
の
防
除
計

画
に
し
た
が

っ
て
、
今
年
こ
そ
完
全
撲

滅
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

fごえつ

写

真

上

H
ア
メ
シ
口
に
喰
い
荒
さ
れ
丸
裸
に
な

っ
た
ク

ル
ミ
の
木
。

写
真
左
下
リ
ア
メ
シ
口
に
喰
い
荒
さ
れ
る
前
の
上
と
同
"し

刀
ノ
ー
グ
コ
士
川
W
止小
。

か枝写
踏を真
み切左
フリ 11
ぶとこ
すり4の
対よ

焼う
く!こ

写
真
左

H
こ
の
ク
モ
の
巣

状
の
時
が
防
除
最
適
期
。

結
核
予
防
事
業
を
進
め
る
資
金
を

集
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
復
十
字
シ

ー
ル
募
金
運
動
が
、
結
核
予
防
婦
人

会、

日
赤
奉
仕
団
、

農
協
婦
人
部
、

自
治
会
な
ど
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
善

意
あ
る
理
解
と
努
力
に
よ

っ
て
毎
年

結
核
を
な
く
そ
う

復
十
字
シ

i
ル
募
金

に
ご
協
力
を

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
市
全
域
で
こ
の
運
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
市
民
み
ん
な

の
力
で
、
私
た
ち
の
周
囲
か
ら
結
核

を
撲
滅
す
る
た
め
、
暖
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
子
供
を
育
て
る
う
、え
で
の
、
い
ろ
一

一
い
ろ
な
問
題
や
悩
み
を
お
母
さ
ん
が
一

一
勉
強
す
る
「
教
育
を
考
え
る
母
親
の
一

…
会
」
を
次
に
よ
り
聞
き
ま
す
。
お
母
…

い
さ
ん
方
お
誘
い
あ

っ
て
大
勢
お
で
か
一

一
け
く
だ
さ
い
。

一

一
お

母

さ

ん

も

勉

強

し

よ

う

一

一

「
教
育
を
考
え
る
母
親
の
会
」

一

一
と
き

・
と
こ
ろ

1
九
月
十
二
日
川
午
一

一

後

二
時

1
四
時
、
中
央
北
二

(
新
一

…

回

)

呈

蓮

寺

。

一

も
講

師

1
滝
沢
石
さ
ん
(
前
第
噌

}

~

中
学
校
長
)
塩
沢
隆
干
さ
ん
(
前

九

九
第
二
中
学
校
、
比
百
高
校
長
》

.
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写
兵
左
下
H
ア
メ
シ
口
に
喰
い
荒
さ
れ
る
前
の
上
と
同
し

ク
ル
ミ
の
木
。

中
学
校
長
)
塩
沢
隆
平
さ
ん
(
前

第
二
中
学
校
、
城
南
高
校
長
)

だ一一(貯縦樹) 第725寺』え

熱戦の中にも

つ広報一(3)ー一一昭和51年 8月16日

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
す
る

好
投
と
下
村
選
手
の
二
点
本
塁
打
で

2

6

対
2
で
惜
敗
し
ま
し
た
。
初
出
場
と

対
0
、
二
回
戦
、
神
奈
川
県
代
表
の
伊
は
思
え
ぬ
好
試
合
に
、
良
く
や

っ
た
と

勢
原
を
中
村
・
伊
部
選
手
の
本
塁
打
な
暖
か
い
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
他

ど
で

7
対
3
と
快
勝
し
ま
し
た
が
、
準
の
地
元
勢
は
、
小
海
が
一
回
戦
、
女
子

々
決
勝
で
愛
知
県
代
表
の
刈
谷
工
に
、
の
伊
那
弥
生
ケ
丘
が
三
回
戦
、
飯
田
風

よ
く
攻
め
な
が
ら
好
機
に
一
打
が
で
ず
越
が
一
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。

て
の

}
判
/

丘

〉

ケ

w

生
N

作
小

一

炉

」

T

上

F

谷

岡

染

欄

る

A

す

ゅ‘

開展を戦熱

選
手
宣
誓
を
す
る
小
海
の
小
林
君
(
主
将
代
行

石井市長

八
月
一
目
、
長
野
県
を
主
催
県
に
し

た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
が
閉
幕
、
上
田
市
で

も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
開
会
式

(
男
子
は

六
日
)
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
五
時
、
花
火
を
合
図
に
四
十
九

チ
ー
ム

(
男
子
三
十
二
チ

l
ム
)
の

入

場
行
進
か
ら
は
じ
ま
り
、
石
井
上
田
市

長
、
地
元
高
校
生
代
表
の
山
本
千
恵
子

さ
ん
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
、
県
代
表
の

伊
那
弥
生
が
丘
主
将
の
安
積
秀
子
さ
ん

と
小
海
の
小
林
和
彦
君

(主
将
代
行
)

が
「
高
校
生
ら
し
く
最
後
ま
で
ベ
ス
ト

を
つ
く
し
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
を
行
い

熱
戦
の
火

ぷ
た
を
き
り
ま
し
た
。

開
会
式
の
前
夜
祭
を
か
ね
て
行
わ
れ

た
市
民
の
祭
リ

「上
田
わ

っ
し
ょ
い
」

に
は
、
か
な
り
の
選
手
が
宿
の
自
治
会

の
ハ
ッ
ピ
を
借
り
た
り
、
浴
衣
や
ト
レ

ー
ニ

ン
グ
シ
ャ
ツ
姿
で
踊
り
の
輪
に
飛

び
入
り
、
楽
し
く
踊
る
な
ど
高
校
生
ら

し
く
気
軽
に
祭
り
を
た
め
し
み
、
市
民

と
な
ご
や
か
な
ふ
ん
い
気
を
作
り
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
の
テ

l
マ
ど
お
り
親
し
み

の
あ
る
友
情
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男子

新島学園(群馬県)&
女子

明徳商(京 都)

染谷丘がベスト 8

準々で刈谷工に惜敗

優

勝

県る
明 義代健男
表闘子
のを
秋し染
固ま 谷
経し丘
大たが
附 。べ

をース
福田ト
沢戦 8
}!i: 、入

手秋り
の回す

地元生徒代表の山本さん

不況の影響か27億円減
(前年比)

=50年度工業統計調査=

50年12月31日現在で実施された、「工業統計調査」
による上田市の工業は、下表のような結果がでまし
た 供

三の表から、市の工業は、近年の不況による影響
か前年に比べ、事業所数は58事業所と 6%増加しま
したが、従業者数で 672人の減少を見、 製造出荷額
も、 27億 5.438万円と 2%の減少を示しました。氷
造出荷額が前年度より減少したのは、戦後初めての
、とです。

註 d芝 昭和49年 昭和50年 増 減 前年対比

事業所数 959 1，017 58 I 106，0% 

従業者数 17，911人 17，239人 /:， 672 962% 

現金給与額 2，469，692万円 2，596，064万円 126，372 105.1% 

原材料使用額 8，163，170万円 7，746，593万円 /:'416，577 94.9お

製造品出荷額 13，962，839万円 13，687，401万円 /:'275，438 
98.0先

組付加価値額 5，789，402万円 5，930，250万円 140，848 
102.4% 

f::，，=減少
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街の川はきれいかな?

i「児童公害教室」開く

もω/:;.

‘S 光“:術
輯弘法 μ'"，，"，?，'、"'.~人<\;;，，~-

桜井助教授から虫の採取方法の説明を聞く
(浦野川で)

毎
年
、
夏
休
み
に
市
内
の
小
学
校
高

学
年
の
児
童
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
「
児

童
公
害
教
室
」
は
、
今
年
、
四
回
目
を

迎
え
、
七
月
三
十
一

日
と
八
月
二
日
の

一
一
日
間
に
百
五
名
め
児
誌
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

(
七
月
三
十
日
川
西

公
民
館
で
公
害
教
室
)

今
ま
で
は
、
水
の
汚
れ
、
騒
音
、
悪

臭
、
公
窓
口
病
め
話
し
、
簡
単
な
実
験
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
、

市
内
の
き
れ
い
な
川
と
汚
れ
て
い
る
川

を
実
際
に
調
査
し
、

川
の
中
に
住
む
虫

な
ど
か
ら
、

川
の
汚
れ
の
程
度
を
見
分

け
る
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
桜
井
善
雄

さ
ん
(
信
州
大
学
助
教
授
)
か
ら
説
明

指
導
を
受
け
、
虫
の
標
本
の
作
り
方
を

習
い
ま
し
た
。

調
査
し
た
結
果
、
浦
野
川
、
神
川
な

ど
比
較
的
大
き
な
川
か
ら
は
、
ト
ビ
ゲ
ラ

類
、
カ
ゲ
ロ
ウ
類
な
ど
き
れ
い
な
水
を

こ
の
む
虫
が
見
つ
か
り
、
市
街
地
を
流

れ
て
く
る
比
較
的
小
さ
な
前
川
な
ど
は

ミ
ズ
ワ
タ
や
イ
ト
ミ
ミ
ズ
類
な
ど
が
お

り
、
魚
も
住
め
な
い
ほ
ど
汚
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、

川
の
中
に
住
む
虫
で

川
の
汚
れ
が
わ
か
る
こ
と
に
興
味
を
し

め
し
、
虫
取
り
に
熱
中
、
く
ば
ら
れ
た

資
料
に
な
い
虫
な
ど
を
、
桜
井
さ
ん
や

公
害
課
職
員
に
開
き
、
メ
モ
し
た
り

「
標
本
に
す
る
」
と
持
参
の
ビ
ン
な
と

t: えワ_~7Z5号 侵略語綴号)一一広報725号ー

に
大
切
に
し
ま

っ
て
い

ま
し
た
。

公
害
課
で
は
、
こ
れ
を
機
会
に
夏
休

み
な
ど
を
利
用
し
て
、
市
内
の
小
さ
な

川
な
ど
を
調
査
し
報
告
し
て
い
た
だ
き

公
害
課
職
員
だ
け
で
は
、
手
の
ま
わ
ら

生
A お母さんと一緒に

三砂
三 桜
三 井
三 E力
三 教
三 授

三 右

三力、
三 り
三 虫
三 の
三 説
三 明
三 を
三 間

Zと

直だで ・ ー内 大 '̂ '^号住 〈すのく広 三砂
接へ厳応挙量線手市 申九締 を所官 応 るでな場 三 こ
趨掲正募 査〉 五一教 込月切明、製募 考きり」 三 の
知1~まにさ ・入五| 育 先十 η 記氏は方 えな、な 三 虫
しし答れ入選五一委 き日日し名が法 でいーど 三 の
まま査た 選 者)一員 ・幽〉て 、き〉す愛度、 三 名
tてし作 通に |会お く年に 。着 行市 三 前
ー、 品 知 言日 一体 問 だ齢、 をつ民 主 は
へ結 は〉念六育 合 さ、連 感ただ 三
入果、 品宮謀せ い職動 じられ 三
選を審 苫@~'v' 。業 広 る忘も 三 ?
者広査 賞四 干 、場 運れカ、 三
に事事委状一三 電の 動る行 三
はつ員 O 八 話名 場こき 三
え会 O 六 番手方、 ととた 三

市
民
だ
れ
も
が
楽
し
め
る

運
動
公
園
の
名
称
募
集

市
は
、
塩
田
地
区
の
長
野
大
学
横
(
紅

平
地
籍
)
に
、
全
市
民
が
気
軽
に
利
用

で
き
る

「
総
合
運
動
場
」
を
建
設
し
ま

す
。

こ
の
運
動
場
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称

を
次
に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ふ
る

っ
て
こ
応

募
く
だ
さ
い
。

総
合
運
動
場
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
て
、
総
面
積
一
八
・
七
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
自
然
林
を
生
か
し
た
す

ば
ら
し
い
運
動
場
と
す
る
た
め
、
現
在

東
京
の
公
国
緑
地
協
会
へ
設
計
を
委
託

し
、
基
本
計
画
を
作
成
中
で
す
。

市
の
憐
想
は
、
五

O
M
競
泳
プ
|
ル

「
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
」
を
設
置

し
た
皆
さ
ん
に
、
一
万
三
千
円
の
補
助

を
は
じ
め
流
水
ロ
ー
タ
リ
ー
プ
l
ル
(
冬

は
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
に
早
変
り
)
急
斜

面
を
一
気
に
滑
り
降
り
る
ス
ラ
イ
ダ
ー

プ
l
ル
、
子
供
の
夢
を
は
く
く
む
子
供

プ
ー
ル
な
ど
の
「
水
泳
場
」
。
生
活
ス
ポ

ー
ツ
の
実
践
の
場
と
し
て
多
目
的
に
利

用
で
き
る
「
体
育
館
」
と
「
運
動
ひ
ろ

ば」
。
自
黙
の
地
形
を
最
大
限
に
活
用
し

た
「
冒
険
の
森
」
。
親
子
で
学
び
な
が
ら

自
由
に
散
策
で
き
る
「
野
鳥
の
森
」
「
ド

ン
グ
リ
の
森
」
「
赤
ま
つ
の
森
L
「
教
育
自

然
林
」
。

さ
ら
に
は
、
芝
を
こ
ろ
が
り
な
が
ら

楽
し
み
、
の
び
の
び
遊
ぺ
る
「
子
供
の

線
②
O
七

九

二
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駐車。もせ

め
し
、
虫
取
り
に
熱
中
、
く
ば
ら
れ
た

資
料
に
な
い
虫
な
ど
を
、
桜
井
さ
ん
や

公
窓
口
課
職
員
に
聞
き
、
メ
モ
し
た
り
、

「
標
本
に
す
る
」
と
持
参
の

ビ
ン
な
ど

l ぼくも一人で踊れるよ

(市民の祭り上田わっしょい)

家
庭
排
水
の
浄
化
槽
に

万
三
千
円
を
補
助

つ

市
内
を
流
れ
る
千
曲
川
、
ひ
る
沢
川

な
ど
大
き
な
川
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、
年
々
き
れ
い
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
中
小
河
川
、
農
業
用

水
な
ど
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
雑

排
水
な
ど
で
、
今
で
も
汚
れ
が
ひ
ど
く

「
悪
臭
」
「
稲
の
青
立
ち
」
な
ど
の
被
害

が
出
て
い
ま
す
。

一
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市
で
は
、
こ
の
雑
排
水
の
浄
化
を
図

る
た
め
、
現
在
住
ん
で
い
る
家
屋
に
、

つ
l日から実施

輔泌総悩尚吾

;ハヵ:リの:定期検査
忘れずに受けよ

9月

ば
ら
し
い
運
動
場
と
す
る
た
め
、
現
在

東
京
の
公
園
緑
地
協
会
へ
設
計
を
委
託

し
、
基
本
計
画
を
作
成
中
で
す
。

市
の
構
想
は
、
五

O
M
競
泳
プ

l
ル

「
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
」
を
設
置

し
た
皆
さ
ん
に
、
一
万
三
千
円
の
補
助

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
多
く
の
皆
き
ん
が
、
補
助

金
制
度
を
利
用
し
、
浄
化
槽
を
設
置
、

河
川
浄
化
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
が
設
置
き

れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。
共
同
で
設

置
す
る
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
の
大
き
さ
は
、
縦
印
セ
ン
チ

横

m
セ
ン
チ
、
深
さ
印
セ
ン
チ
で
左
上
の

写
真
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
、
市
販
の
も

の
で
も
市
の
設
計
よ
り
浄
化
能
力
の
あ

る
浄
化
槽
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

〈
申
込
み
・
お
閉
会
せ
〉

民
生
部
公
害
課
環
境
指
導
係
(
宮
@

四
一

O
O内
線
二
九
固
有
線
②

O
六
七

一

)

対象地区検査場所検査時間日 干呈

ま
つ
の
森
・
」
「
教
育
自

ン

リ

の

然
林
」
。
さ
ら
に
は
、
芝
を
こ
ろ
が
り
な
が
ら

楽
し
み
、
の
び
の
び
遊
べ
る
「
子
供
の

次
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
「
山
の
集

い
」
・
が
聞
か
れ
ま
す
。
若
い
世
代
の
交

歓
の
場
と
し
て
親
睦
を
深
め
、
明
朗
快

活
な
精
神
を
養
う
よ
う
、
大
勢
参
加
し

宇
?
し
ょ
、
つ
。

と

き

H
H
八
月
二
十
八

日
出
、
二
十
九

自
国

と
こ
ろ

1
駒
ヶ
根
高
原
、
高
原
荘

参
加
者

1
視
覚
障
害
者
、
聴
覚
障
害
者

肢
体
不
自
由
者
。

申
込
み
、
お
閉
会
せ
H
H
八
月
二
十
日
幽
ま

で
に
、
市
役
所
福
祉
事
務
所
福
祉
課
保

護
係
(
宮
@
四
一

O
O内
線
三
七
三
有

市役所川西支所

泉回公民館

新町公会堂

上野が丘公民館

市役所豊殿支所|豊殿地区

上回卸商業(協)会館|柑日・塩加世区

新田区民会館

市は、本年度のハカリの定期検査を下表により
9月 1日附から実施します。
商取り引き、証明行為に使用しているハカワは
定期検査を受けないと、使用することができなく
なりますので必ず検査を受けてください。
出張検査については、従来どおりの手続き(申
請書を提出)により実施しますが、 8月1日発行
の広報うえだでお知らせしたとおり、出張手数料
1000円をいただきます。また、検査手数料も改訂
されていますのでご注意ください。

転廃業などで、ハカリを使用しなくなった時は
その旨、市役所二階商工課計量係までご連絡くだ
さい。
〈お問合せ〉商工部商工課計量係 (ft@4100内線

303) 
⑧ー8月 1日発行の広報うえだて¥出張手数料を
1日千円とお知らせしましたが、 1回千円の
誤りでした。おわびして訂正します。)

川辺地区

別所地区

川西地区

泉田地区

西垣田地区

東塩団地区

塩団地区

域下地区

西部地区

神科地区

川辺町会館

相染閣

西塩田会館

鈴子公民館

塩田解放会館

諏訪形公会堂

新屋会館

午前9:30-11:30 

午後1: 30-3 : 30 

午前9: 30-11 : 30 

午後1: 30-3・30

午前9:30-11・30

午後1・30-3 : 30 

午前9:30-午後3:0。
午前9・30-11:30

午後1: 30-3 : 30 

午前9・30-11: 30 

午後l目30-3 : 30 

午前9:30-午後3:30 

9月1日(羽

2日附

3日幽

6日開)

7日ω
8目。1<)

9日附

応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
審
査
委
只
会

で
厳
正
に
審
査
し
、
結
果
を
広
報
う
え

だ
へ
掲
載
し
ま
す
。
(
入
選
者
に
は
、

直
接
通
知
し
ま
す
)

線
②
O
七
九
二

灘
議
議
溺
を
議
総
僚
懇
~制

緩
嫁
一
泌
総
…
一
常
総
集
会
¥

憲
法
で
す
べ
て
の
国
民
は
、
法
の
下

に
平
等
で
あ
り
、
人
種
、
信
条
、
性
別

社
会
的
身
分
、
ま
た
は
門
地
に
よ
り
政

治
的
、
ま
た
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て

差
別
さ
れ
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
現
実
に
は
、
種
々
雑
多
な
差
別
が

現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
現
存
す
る
差

別
を
な
く
す
地
区
集
会
を
次
に
よ
り
聞

き
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

と

き

l
八
月
二
十
四
日

ω午
後
七
時

三
十
分
か
ら

と
こ
ろ

1
塩
田
解
放
会
館

北部地区

神川地区

東部地区

南部地区

中央地区

市全

※昼休み(12時一 1時)は休ませていただきます。

大屋公会堂

上回蚕種協同組合

南天神町公会堂

市役所別棟検査室

上小建設業会館

午前9: 30-11 : 30 

午前9・30-午後3:30 

10日働

14日w

10月13日制

14日附

15日幽

21日ω
22日附

13日開)

20日明)

27日開)

28日ω
29日附
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合
意

四
月
に
開
館
し
た
「
働
く
婦
人
の
家
」

は
、
婦
人
の
皆
さ
ん
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
や
休
養
に
、
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
活

動
、
各
種
講
座
な
ど
に
利
用
で
き
る
、

婦
人
だ
け
の

H

い
こ
い
の
場
。
で
す
。

気
軽
に
、
一
度
訪
ず
れ
て
館
内
を
こ

fごえ一)

の
設
立
総
会
を
聞
き
、
規
約
を
決
め

会
長
に
労
働
者
福
祉
協
議
会
の
村
田

義
次
さ
ん
、
副
会
長
に
消
費
者
活
動

協
議
会
の
武
田
文
男
さ
ん
、
婦
人
連

七
月
二
十
四
日
、
市
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
婦
人
連
絡
協
議
会
、

消
費
者
活
動
協
議
会
、
労
働
者
福
祉

協
議
会
の
三
団
体
(
三
十
グ
ル
ー
プ
)

が
「
上
田
市
消
費
者
連
絡
協
議
会
」

ら
ん
く
だ
さ
い
。
婦
人
の
皆
さ
ん
に
ふ

さ
わ
し
い
設
備
が
整

っ
て
い
ま
す
。
と

く
に
、
子
供
さ
ん
を
連
れ
た
婦
人
の
た

め
に
、
専
任
の
保
母
が
い
る
託
児
室
、

身
障
者
の
皆
さ
ん
に
も
気
軽
に
利
用
し

ズ
い
た
だ
く
た
め
、
入
口
に
ス

ロ
ー
プ

を
付
け
、
身
障
者
用
の
ト
イ
レ
も
備
、
え

ま
し
た
。
利
用
を
希
望
す
る
人
は
次
に

よ
り
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

l
午
後
一
時
1
午
後
九
時
、

(
日
曜
日
は
、
午
前
九
時

1
午
後
五

時
)

休
館
日
H
H
毎
週
水
曜
日
、
十
二
月
二
十

九
日

1
翌
年
一
月
三
日
、
国
民
の
祝

祭
日
。

利
用
で
き
る
人

l
市
内
に
住
ん
で
い
る

勤
労
婦
人
お
よ
び
家
庭
婦
人
。
市
内

の
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
婦
人
。

利
用
方
法
H
H
使
用
三
日
前
ま
で
に
使
用

絡
協
議
会
の
山
浦
安
子
さ
ん
を
選
び

発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
今
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

個
々
に
活
動
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
を

全
市
的
な
規
模
に
ま
と
め
、
各
グ
ル

全
市
的
規
模
の
運
動
図
る

市
消
費
者
連
絡
協
議
会
が
発
足

明725号

1日

ー
プ
が
密
接
な
連
絡
を
と
り
意
見

の
交
換
な
ど
を
行
い
、
消
費
者
の
知

識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
消
費
者

擁
護
の
活
動
を
進
め
ま
す
。

と

国分寺史

きれま

許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
き
・
お
閉
会
せ
H
H
働
く
婦
人
の

家
〔
材
木
町

一

丁
目

(
旧
染
谷
丘
高

校
跡
)
宮
@
二
九
八
八
〕

そ
の
他

1
館
主
催
の
各
種
講
座
、
行
事

な
ど
は
、
そ
の
つ
ど
「広
報
う
え
だ
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
支
給
制
度
は
、
四
十

九
年
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
同
じ
人
が

閉
じ
月
に
、
同
じ
医
療
機
関
に
か
か
り

そ
の
医
療
費
の
自
己
負
担
分
が
三
万
円

を
こ
え
る
と
き
、
そ
の
こ
え
た
分
を
翌

月
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
世
帯
主
に

支
給
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
八
月
診
療
分
か
ら
自
己
負
担
限

度
額
が
三
万
九
千
円
に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
改
正
前
よ
り
も
一
か

月
の
自
己
負
担
が
九
千
円
増
、
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

申
請
や
支
給
の
方
法
な
ど
は
従
来
ど

お
り
で
す
。

改正後

医療費
20万円の場合

九
月

の
乳
児
検
診
を
下
表
に
よ
り
行

い
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
。
母
子
健
康

手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

時行

十ま月
分すの

二時歳
時間児
三は検
十い診

づどずを 主腐
れ下 道 三

母も表、ー;弘
子午にー。主

健後よ
康-1) 

手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

3歳児検診日程表

会場 上健康田市センター

対象地区

対象児
48年 8月生

実施日

9 月

乳児検診日程表

会場 上田市健康セ ン ター
自包囲支所 川西社会福

2階会議室 祉センター

対象刷 4 か月児 1 9 か月児 14・9か月児 4.9か月児

塩尻 東部 塩尻 東部

川辺 南部 川 辺 南部

対象 泉困 中央 泉田 中央
塩回全区 川西全区

地区 神川 北節 神川 北部

神科 西部 神科 西部

豊殿 繊下 豊殿 城下

対輩児 51年 51年 50年 50年12月生 51年5月生 51年5月生

実施日 5月生 5月生 12月生 50年12月 50年12月

9月 8 日 9 日 1 日 16 日 21 日 14 日

訂
正
お
わ
び

八
月
一
日
発
行
の
広
報
う
、え
だ
「
人

権
擁
護
委
員
に
五
名
の
方
が
委
嘱
受
け

る
」
の
中
で
、
石
井
信
雄
さ
ん
、
中
島

義
子
さ
ん
は
「
四
十
八
年
一
月
か
ら
三

年
間
お
つ
と
め
い
た
だ
き
」
は
、
「
四

十
年
七
月
か
ら
三
期
九
年
間
お

つ
と
め

い
た
だ
き
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
.

数字

(十165)
(+ 81) 
(十 94)

(十 20)

(+ 37) 

(+ 8) 

/ 一一 41) 
(_ 2) 

ii月比
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